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年齢と BMI の平均はそれぞれ 64.4（9.6）歳 23.4（3.5）Kg/m2であった。15%






部痛・腰痛発生のオッズは 3.0 倍（95％CI:1.5-6.3）、2 つ以上ある女性は 3.2 倍（95％
CI:1.0-10.6）だった。変形性脊椎症は年齢、BMI、脊椎以外の関節痛の数、椎体変形
と独立して背部痛・腰痛と関連があった（OR ：1.8, 95%CI:1.1-2.9）。 
 
考察 
楔状椎が最も頻度の高い変形であり、中位胸椎と上位腰椎に発生が多いという他の
研究における知見が確認された。この分布はバイオメカニカルな要素と関係があると
考えられる。すなわち胸腰椎移行部は肋骨で補強された強固な胸椎と自由に動く腰椎
部分からなり大きな圧迫ストレスがかかる部位である。屈曲、伸展のような動きはこ
の部位への負荷を増加させると考えられる。楔状椎は円背の原因となり、椎間関節の
障害や、体幹重心の前方化を引き起こし背部筋肉の緊張増加をもたらす。このため魚
椎や扁平椎より強く背部痛・腰痛と関連がある可能性が考えられた。このような脊椎
弯曲の影響は急性骨折の疼痛が収まったあとにも背部痛･腰痛が持続する原因となる
と考えられた。欧米の研究では複数の高度な変形は背部痛・腰痛と関連があるという
同様の結果が報告されており、我々の結果もこれらの報告を支持するものであった 
椎体変形の数とタイプ、変形性脊椎症が日本人女性の背部痛・腰痛の重要な原因で
あることが示唆された。これらの結果は横断研究という制限はあるが、他の日本人や
白人集団の前向き研究や横断研究の結果とほぼ一致していた。 
